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１．組織の概要  

 

（１）事業所名･代表者及び設立年月日  

・有限会社 浅口清掃センター 

  ・代表取締役 乘藤 昭範 

・設立：１９８６年 ７月１４日  

 

（２）所在地  

 ・本  店：〒714-0101 

    岡山県浅口市鴨方町深田９２９－１   

 

・里庄本社：〒719-0301 

岡山県浅口郡里庄町里見９８３０番地  

TEL：0865‐64‐2277  FAX：0865‐64‐6677 

 

      ・鴨方車庫：〒719-0244 

岡山県浅口市鴨方町深田２４２８－１ 

 

 

 

（３）認証･登録範囲 

   対象事業所：本店・里庄本社・鴨方車庫 

 

 

（４）事業内容  

・一般廃棄物収集運搬業 

   ・浄化槽清掃業 
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（５）事業の規模  

・資本金   ： ６００万円  

・社員数   ： 1６名 

・売上高  ： 売上高区分A：５億円未満 （２０２３年度） 

・敷地面積 

 本店   ： 827.54㎡ 

 里庄本社 ： 886.00㎡ 

鴨方車庫 ： 435.00㎡      

  

 

・受託した一般廃棄物の処理量         (２０２３年５月～２０２４年４月) 

 

処理方法 区分 数量（ｔ） 

収集運搬 

浅口市及び里庄町の一般廃棄物 

（一般ごみ、し尿汲取り、浄化槽汚泥を含む） 2645.32 

 

 

 

（６） 施設等の状況  

 

運搬車輌、その他車輌の種類と台数 

自動車の種別 ・ 車体の形状 台数 

普 通 ・ 塵 芥 車  １７台 

普 通 ・ 糞 尿 車  ３台 

   小 型 ・ キャブオーバー  ４台 

小 型 ・ ダ ン プ  ３台 

普 通 ・ ダ ン プ  ２台 

軽自動車 ・ バ ン  ３台 

軽自動車 ・ ダンプ  １台 

軽自動車 ・ 脱着装置付コンテナ専用車   １台 
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（７）許可内容 

・一般廃棄物収集運搬許可内容 

許可 許可番号 事業範囲 許可期間 

里 

庄 

町  

第１号 

許 可 の 種 類：一般廃棄物収集運搬 

取扱一般廃棄物の種類：主として事業活動に伴うごみ 

許 可 区 域：里庄町内全域 

令和 6 年 ４月 １日から 

令和 ８年 ３月３１日まで 

里 

庄 

町  

第５号 

許 可 の 種 類：一般廃棄物収集運搬 

取扱一般廃棄物の種類：し尿及び浄化槽汚泥 

許 可 区 域：里庄町内全域 

令和 5 年 ４月 １日から 

令和 7 年 ３月３１日まで 

浅 

口 

市 

第１１号 

許 可 の 種 類：一般廃棄物収集運搬 

取扱一般廃棄物の種類：事業活動によって生じた一般廃棄物 

許 可 区 域：浅口市内に限る 

令和 6 年 ４月 １日から 

令和 8 年 ３月３１日まで 

 

・浄化槽清掃業 

許可 許可番号 事業範囲 許可期間 

里 

庄 

町 

第６号 
許可の種類：浄化槽清掃業 

許 可 区 域：里庄町内全域 
令和 5 年 ４月 １日から 

令和 7 年 ３月３１日まで 
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２．環境マネジメントシステムの組織体制 

（１）組織図及びエコアクション２１の役割・責任・権限  

代表者    

代表取締役 乘藤昭範    

      

環境管理責任者   EA21 事務局 

中原僚佑  谷本開一郎 

      

EA21 推進委員   
EA21 推進委員会 

美山恵汰、木村翔太、塩飽裕紀  
 

    

全従業員    

 

 役割・責任・権限 

代表者 ✓ 環境経営に関する統括責任 

✓ 経営における課題とチャンスの取りまとめ 

✓ 環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知 

✓ 実施体制の構築（環境管理責任者の任命） 

✓ 代表者による全体の評価と見直し・指示 

✓ 環境経営システムの構築・実施及び管理に必要な資源（人、設備、費用、時間）の準備 

✓ 環境経営目標及び環境経営計画の承認 

✓ 環境経営レポートの承認 

環境管理責任者 ✓ システムの総責任者としての役割、権限を持つ 

✓ 全体計画の立案 

✓ 環境経営システムの構築・実施・管理の継続的改善 

✓ システムの実績を代表者に報告 

✓ 環境経営目標及び環境経営計画の策定 

✓ 教育・訓練計画の策定と実施（緊急対応訓練・テストを含む） 

✓ 環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

✓ 利害関係者からの苦情、要望等の処理と連絡 

EA21事務局 ✓ 環境管理責任者の補佐、EA21 推進委員会の事務局 

✓ 環境経営目標、環境経営計画の実績集計 

✓ 環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況の確認 

✓ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

✓ 環境関連文書及び記録の作成と管理 

✓ 環境経営レポートの作成 

✓ システム運用上の事務管理 

✓ （環境経営マニュアルの作成） 

EA21推進委員 ✓ 環境経営システムの実施 

✓ 環境経営方針の周知 

✓ 従業員に対する教育・訓練の実施 

✓ 環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

✓ 環境経営目標及び実施事項に対する問題点の発見、是正、予防処置の実施 

✓ 特定された項目の手順書作成及び運用管理 

✓ 特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練を実施、記録の作成 

✓ EA21 推進委員会に出席 

EA21推進委員会 ✓ 環境経営目標及び環境経営計画の結果確認、評価、見直し 

✓ 環境に対する小集団活動のとりまとめ 

全従業員 ✓ 環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

✓ 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

改定日：２０２４年４月30日 
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３．環境経営方針 

 

＜環境経営理念＞ 

有限会社 浅口清掃センターは、一般廃棄物収集運搬業を営む企業として、さまざまなニーズに

順応した質の高いサービスを提供し、その企業活動を通じ、従業員全員で環境負荷の低減に取り

組み、環境保全の継続的改善・向上の実現に貢献します。 

 

＜環境経営方針＞  

環境経営理念に基づき、経済動向を踏まえながら環境負荷の低減に努めてまいります。  

 

（１）環境保全  

全従業員は以下を重点項目として掲げ環境保全に努めます。  

① 電力使用量を削減します。  

② 軽油及びガソリン使用量を削減します。 

③ 自社の廃棄物を適正に管理します。  

④ 上水使用量を適正に管理します。  

⑤ 化学物質使用量を適正に管理します。 

⑥ 地域のボランティア活動に積極的に参加します。  

 

（２）法律遵守  

環境関連の法規制の遵守、当社の企業活動に関係する全ての国、都道府県市町村等の環境関連

の条例規則を遵守し、環境の保全に努めます。  

 

（３）啓発活動の推進  

当社全従業員ひとりひとりが環境問題に対する意識が高まるよう、啓発活動を行い、 

この環境経営方針の達成に努めます。 

 

（４）環境経営レポートの公表 

環境への取組について、環境経営レポートを作成し、公表します。 

 

 

２０２０年 ５月 １日 改定    

有限会社 浅口清掃センター     

                                   代 表 取 締 役   乘 藤  昭 範 
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4．環境経営目標 

環境への負荷 単位 

基準となる数値 

（過去 3 カ年実

績の平均値） 

毎年の目標 

目標値 

20２3 年度 2024 年度 2025 年度 

二酸化炭素排出量 

電力使用によるもの 

kg-CO2 9,702.08 

１％減 

9,605.06 9,508.04 9,411.02 

kWh 18,100.90 17,919.89 17,738.88 17,557.87 

軽油使用によるもの 

kg-CO2 139,052.62 

１％減 

137,662.10 136,271.57 134,881.04 

L  52,985.75 52,455.89 51,926.04 51,396.18 

ガソリン使用によるもの 

kg-CO2 5,344.95 

１％減 

5,291.50 5,238.05 5,184.60 

L  2,302.21 2,279.19 2,256.17 2,233.14 

LPG 使用によるもの 

kg-CO2 292.54 

１％減 

289.62 286.69 283.76 

kg 97.45 96.48 95.50 94.53 

二酸化炭素 合計 kg-CO2 154,392.20 １％減 152,848.28 151,304.36 149,760.43 

廃棄物排出量 ｔ 0.10 １％減 0.10 0.10 0.10 

水使用量 ㎥ 370.57 １％減 366.86 363.16 359.45 

地域のボランティア活動への参加 都度目標参加回数を検討 
年３回以上の 

参加 

年３回以上 

の参加 

年３回以上 

の参加 

※購入電力の排出係数：2021 年度実績 中国電力 調整後排出係数 0.536（kg-CO2/kWh）を使用 

目標値：現状の業務量に合わせた削減目標を設定するため、過去３年度分（2020年度～2022年

度）の実績を集計したデータをもとに実績平均を算出し、その平均値から１％削減した数値を次年

度の目標値とし、中・長期目標も引続き、毎年１％ずつの削減目標に取り決めた。 

※化学物質使用量の削減は環境目標に設定しない。 

理由：化学物質使用量については、浄化槽維持管理業務に必要な物質を使用しているが、 

PRTR 制度対象物質ではないため、現状維持とする。 

２０５０年カーボンニュートラルに向けて 

当社が行う事業の中では廃棄物収集による環境負荷が高く、パッカー車の二酸化炭素排出量を削減

する必要がある。 

そのため、二酸化炭素排出量を抑える、または排出しないパッカー車の導入、また新たな廃棄物収

集方法を当社に合った形で導入し、パッカー車の使用方法などを見直すことでカーボンニュートラ

ルの実現を目指していく。 
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５．環境経営目標の実績 

環境への負荷 単位 

2023 年度 

目標値 

2023 年度 

実績 

達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

二酸化炭素排出量 

電力使用によるもの 

kg-CO2 9,605.06 8,588.44 

111％ 

kWh 17,919.89 16,023.20 

軽油使用によるもの 

kg-CO2 137,662.10 138,064.35 

100％ 

L  52,455.89 52,609.17 

ガソリン使用によるもの 

kg-CO2 5,291.50 6,421.62 

79％ 

L  2,279.19 2,765.96 

LPG 使用によるもの 

kg-CO2 289.62 272.42 

106％ 

kg 96.48 90.75 

二酸化炭素 合計 kg-CO2 152,848.28 153,346.83 100％ 

廃棄物排出量 ｔ 0.10 0.08 123％ 

水使用量 ㎥ 366.86 346.9 105％ 

地域のボランティア活動への参加 年３回以上の参加 年間 15 回参加 十分に達成 

※購入電力の排出係数：2021 年度実績 中国電力 調整後排出係数 0.536（kg-CO2/kWh）を使用 
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□二酸化炭素排出量について 

ガソリン使用量が目標達成できなかった。 

二酸化炭素排出量は下記グラフより 202３年度は 202２年度から 2.4％増加したことが分かる。 

主なエネルギーの増減は以下のとおり。 

・電力は 9.6％減少 

・軽油は 2.5％増加 

・ガソリンは 22.4％増加 

 

 

 

※購入電力の排出係数 

2020～2021年度は 2013年中国電力実排出係数 0.719(kg-CO2/kWh)を使用 

2022～2023年度は 2021年度実績 中国電力 調整後排出係数 0.536(kg-CO2/kWh)を使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12,420.37 13,885.04 9,496.10 8,588.44 

139,850.48 142,545.93 
134,761.49 138,064.35 

6,228.18 4,558.95 

5,247.79 6,421.62 

304.32 307.91 
265.40 272.42 

158,803.35 161,297.83 
149,770.78 153,346.83 

0
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200,000

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

（kg-CO₂） 二酸化炭素排出量

LPG

ガソリン

軽油

電力
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□電力使用量について 

  

  

 

2023年度の電力使用量は 2022年度と比べ減少している。 

2023年 2月から休憩スペースの分散箇所を減らしたことにより、冷暖房の使用箇所をまとめる

ことができたので、年間を通して使用量が少なくなり目標を達成できた。 

 

引き続き、節電を行いつつ推移を見守っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

0
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0
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電圧ごとの電力使用量

100V
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□燃料使用量について 

 

  

2023年度のガソリン使用量は 5月、6月、2 月、3月、4月が大きく増加している 

このガソリン使用量の増加は 2022年度の 1 月から新しく燃料がガソリンの車輛を 1台使用し

始めたことが原因と考えられる。 

９月から 1月までのガソリンの使用量は使用する燃料がガソリンの車輛を減らしたため、2022

年度よりガソリン使用量が減少している。 

  

2023年度の軽油使用量は 2020年度、2021年度、2022年度と差異は認められない。 

 

次年度も継続してガソリン使用量と軽油使用量に注視していきます。 
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□上水使用量について 

 

 

2023年度の上水使用量は、2022年度と比較すると、大きな差異は認められない。 

 

次年度も節水を続けつつ推移を見守っていきます。  
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6．環境経営計画および取り組みの評価、次年度の取り組み内容 

取組結果：〇（100％実施） △（80％以上～100％未満実施） ×（80％未満実施） 

環境経営計画 取組結果 評価と次年度の取り組み内容 

電力使用量の削減 

節電啓発（ポスター、表示など） 〇 今年度の電力使用量の目標は達成できている。 

昨年度よりコロナウイルス対策が緩和されたため、冷暖房の使用が抑

えられている。 

取り組みも継続的に実施できている。 

 

来年度も状況に合わせて、社員の健康を第一に考えた上で、 

引き続き節電対策、啓発を実施していく。 

空調設備の点検 〇 

夜間、休日における機器類の電源ON/OFF確認 〇 

電力使用量をグラフで可視化 〇 

退室時などの消灯確認 〇 

朝礼、月末ミーティング時の啓発 〇 

軽油、ガソリン使用量の削減 

自動車燃料削減啓発、呼びかけ 〇 今年度の燃料使用量の目標は達成できていない。 

軽油使用量は抑えられているが、ガソリン使用量が増加している。 

 

ガソリン使用量に注目し、引き続き取り組みを実施していく。 

車輌点検票による車輌点検 〇 

アイドリングストップ実施の啓発 〇 

作業時間の短縮 〇 

交通安全教育の実施 〇 

軽油、ガソリン使用量をグラフで可視化 〇 

浄化槽清掃業務の定期化を含む一般廃棄物収集運搬業務

のコースの見直し 

○ 

朝礼、月末ミーティング時の啓発 〇 

LPG使用量の削減 

削減啓発、呼びかけ（ポスター、表示など） 〇 今年度の LPG 使用量の目標は達成できている。 

 

来年度も引き続き取り組みを実施していく。 
LPG使用量をグラフで可視化 〇 

廃棄物量の削減 

ミスコピーの防止（設定確認、プレビューの使用） 〇 今年度の廃棄物排出量の目標は達成できている。 

 

印刷設定の確認を徹底し、廃棄物量の推移を見守っていく。 

両面印刷、集約印刷の徹底 ○ 

文書の電子化、資料のペーパーレス化 〇 

分別によるリサイクル実施 〇 

使い捨て製品（紙コップ、割りばし、使い捨て容器な

ど）の使用や購入抑制 
〇 

廃棄物排出量をグラフで可視化 〇 

朝礼、月末ミーティング時の啓発 〇 
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環境経営計画 取組結果 評価と次年度の取り組み内容 

上水使用量の削減 

節水啓発（ポスター、表示など） 〇 今年度の上水使用量の目標は達成できている。 

取り組みは継続的に実施できている。 

 

来年度も社用車洗車時の節水に注目し、推移を見守っていく。 

社用車洗車時の節水敢行 〇 

洗濯物はできる限りまとめて実施 〇 

上水使用量をグラフで可視化 〇 

地域のボランティア活動等参加 

出前環境学習による環境改善啓蒙活動 ごみの環境学習 〇 

今年度はごみの環境学習 7 校、水の環境学習 2 校、計 9 回の環境学習

を開催することができた。 

 

アッケシソウ草刈り作業は当日の作業負担の軽減を目的に、2～3日前

から事前の草刈り作業を 3 回とも行った。 

 

引き続きボランティア活動を継続できるように取り組んでいく。 

出前環境学習による環境改善啓蒙活動 水の環境学習 〇 

アッケシソウ自生地草刈作業等への参加 〇 
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７．その他 

 

COOL CHOICE賛同 

 

当社は環境経営方針にのっとり、地球温暖化対策に努めるため「COOL CHOICE（＝賢い

選択）」に賛同しました。 

会社ホームページでの掲載や会社事務所にポスターを掲載するなど全社員、県民への「COOL 

CHOICE」の普及に努めます。 

 

 

「COOL CHICE」取組内容は以下のようになっています。 

 

－クールビズ－ 

・冷暖房時の室温を２８℃に設定し、冷房に頼らな 

い工夫をする 

 

－ウォームビズ－ 

・冷暖房時の室温を２０℃に設定し、暖房に頼らな 

い工夫をする 

 

－その他 COOL CHOICE の取組－ 

・こまめなスイッチオフやノー残業など、節電に努 

める 

・両面印刷や電子化で紙を節約する 

・ふんわりアクセル、アイドリングストップ、エコ 

ドライブの実践 

・地域の環境ボランティア・イベントに参加する 

 

 

 

 

 

節電、節水、燃費の削減など事業活動に伴うすべてのモノ、コトに対してできることから取

り組むことで未来を変えていきたいと願っています。 
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8．地域のボランティア等参加状況 

■里庄 de eco る課、浅口 de ecoる課によるごみの環境学習を実施しました。 

日付 実施校 日付 実施校 

202３年５月８日 浅口市立寄島小学校 202３年 6 月１６日 里庄町立里庄西小学校 

202３年５月９日 浅口市立鴨方西小学校 202３年 6 月２０日 浅口市立鴨方東小学校 

202３年５月１５日 里庄町立里庄東小学校 202３年 6 月２１日 浅口市立金光吉備小学校 

202３年５月１６日 浅口市立金光竹小学校 

 

小学４年生を対象にごみの環境学習を実施しました。 

家庭ごみの処理の流れ、１年間のごみの量、ごみを減らすためにはどうすればよいかを

勉強し、実際にグループで家庭ごみを 可燃ごみ と 不燃ごみ と 資源ごみ に分別する

体験をします。 

 

 
 

ごみの積込作業体験やパッカー車の説明を聞いている様子です。 
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■里庄 de eco る課、浅口 de ecoる課による水の環境学習を実施しました。 

日付 実施校 日付 実施校 

202３年６月６日 里庄町立里庄東小学校 202２年６月２６日 里庄町立里庄西小学校 

 

 

 

私たちの使っている水がどこで飲み水になり、生活のどこでどのように、どれだけ使

用されているか勉強しています。 

 

 
 

 

実際の水の循環をリアルに再現したジオラマで、水の循環を勉強しています。 
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■アッケシソウを守る会主催の草刈作業に参加しました 

 

実施日時：２０２３年 5月 13日、6月 24 日、9月 2日 

場  所：浅口市寄島町アッケシソウ自生地 

実施内容：アッケシソウ自生地内草刈作業 

※グループ会社の 株式会社クリーンサービス・イバラと連携 

※当日の作業負担の軽減を目的に、数日前より事前の草刈り作業も実施 

5月 15日は悪天候により当日作業は出来ませんでしたが、事前作業で協力させても

らいました。 

 

 

              

 

  

アッケシソウは北半球の塩湿地に広く分布し、国内では北海道（現存）、瀬戸内

海沿岸のごく一部、香川県（現存）徳島県（絶滅）、愛媛県（現存）と岡山県の

みに分布が知られています。 

これらの中で、寄島干拓のアッケシソウは本州唯一の自生地であり、極めて貴

重な存在です。 

浅口市寄島町アッケシソウを守る会の皆さんと協力し、9月から 10月には深

紅に紅葉できるよう保全活動に努めています。 
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9．環境関連法規等の遵守状況、評価並びに違反、訴訟等の有無 

該当する設備・項目 法規・関連条例等による規制 該当する要求事項 

・一般廃棄物収集運搬業 廃棄物処理法 第７条 ・許可証の確認 

 

 

・当社排出の産業廃棄物 

処分先への運搬方法・収集運搬業者へ依頼 

廃棄物処理法 第１２条 

規則８条の１９～３８ 

・収集運搬業者、処分業者それぞれの契約書・許可証（写し）

の確認 

・マニフェストの交付 

・A、B1、B２、D、E票の保管（５年間） 

B２票、D 票が９０日、E 票が１８０日以内に送付されない場合

は３０日以内の知事への報告 

廃棄物処理法 規則８条の２７ ・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 

 

 

・当社排出の産業廃棄物 

処分先への運搬方法・自社搬入 

廃棄物処理法 第１２条 

規則８条の１９～３８ 

・処分業者との契約書・処分先の許可証（写し）確認 

・自社による運搬時の表示、マニフェストの携行、自社による 

・マニフェスト交付 

・A、B1、B２、D、E票の保管（５年間） 

D 票が９０日、E 票が１８０日以内に送付されない場合は３０

日以内の知事への報告 

廃棄物処理法 規則８条の２７ ・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 

・当社所有の自動車 使用済自動車の再資源化等に 

関する法律 第８条 

・自動車の廃棄・使用済自動車の引渡業務 

・浄化槽清掃業 
浄化槽法 第３５条 ・許可証の確認 

浄化槽法 第４０条 ・帳簿の備え付け（５年間） 

・当社所有の業務用空調機器 
フロン排出抑制法 ・事務用空調機器の廃棄・修理・整備時、フロン回収業者への引渡義務 

・引取証明書の写しの交付 

・自社による簡易点検の実施 

・全事業活動 浅口市環境基本条例 第６条 

里庄町廃棄物の処理及び清掃

に関する条例 第５条 

・条例内容の周知 

・当社から排出されるプラスチック類 プラスチック資源循環促進法 ・プラスチック類の排出抑制の周知 

・当社から排出される家電 家電リサイクル法 ・特定家庭用機器の適正な排出 

■環境関連法規の遵守状況 

２０２４年４月３０日環境関連法規の遵守状況を確認した結果、遵守されております。 

■違反、訴訟などの有無 

環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より、違反等の指摘は過去９年間 

ありません。 

■外部からの苦情などの受付状況及び対応結果 

202３年５月 1 日から２０２４年４月３０日の間、外部からの苦情等はありませんでし

た。
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10．代表者による全体の評価と見直し・指示 

 

エコアクション２１ 

取組み全体評価 

環境経営計画 継続して活動に取り組むこと 

環境経営目標 継続して活動に取り組むこと 

環境関連法規の遵守状況 遵守されています 

エコアクション２１ 

取組みの見直しの結果 

環境経営方針の変更の必要      （ 有 ・ ○無  ） 

環境経営目標変更の必要       （ 有 ・ ○無  ） 

環境経営計画変更の必要       （ 有 ・ ○無  ） 

実施体制変更の必要         （ 有 ・ ○無  ） 

環境経営システムの変更の必要    （ 有 ・ ○無  ） 

総括 

今期はエコアクション 21を導入して 9年目の取り組みと

なった。 

今年は多くの項目で目標を達成することができ、全社員が

目標に向かって取り組めていることを実感できた。 

一方で、昨年度より始まった新たな活動により、ガソリン

使用量が増加し、目標が達成できなかった。 

これを今後の課題として取り組み、新たなスタイルを確立

させ、環境経営の発展をもって企業価値を向上させていく

ことを期待する。 

  2024年 6月 28日作成 代表取締役 乘藤 昭範 


